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「ラヂオのおすゝめ」（本書 59号） 

観音折りのパンフレット 

上図のように開披 
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一 

日
本
に
ラ
ジ
オ
が
導
入
さ
れ
た
こ
ろ 

―
―

「
国
際
宣
伝
戦
の
新
鋭
武
器
」
と
な
る
ま
で 

  

ラ
ジ
オ
は
昭
和
に
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
た
一
大
メ
デ
ィ
ア
で
す
。 

 

史
料
で
は
「
ラ
ヂ
オ
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
本
書
に
収
録
さ
れ

て
い
る
諸
史
料
を
見
る
と
、
様
々
な
表
記
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
部
省
の
通
達
に

よ
り
、
日
本
放
送
協
会
は
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
四
月
十
一
日
付
け
通
牒
庶
第

一
五
五
五
号
で
「
ラ
ヂ
オ
」
表
記
を
「
ラ
ジ
オ
」
表
記
に
改
め
ま
し
た
（1

）
。
本
来
な

ら
こ
の
通
牒
で
表
記
が
ス
ッ
パ
リ
変
わ
っ
て
い
な
い
と
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う
が
、

本
書
の
諸
史
料
を
見
る
と
、
地
方
の
小
さ
な
範
囲
で
は
、
必
ず
し
も
そ
の
表
記
改
正

は
守
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
国
の
書
類
な
ど
は
変
わ
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
が…

…

。 

 

鎌
倉
時
代
以
前
の
仮
名
「
ぢ
」
は
「d

i

」
と
発
音
し
て
い
た
（2

）

よ
う
で
、
そ
れ
が

室
町
時
代
に
「d

z
i

」
と
変
化
し
、
十
八
世
紀
こ
ろ
ま
で
に
「
じ
」
と
合
流
し
た
（3

）

そ

う
で
す
。
そ
の
た
め
、
「
ラ
ヂ
オ
」
表
記
は
鎌
倉
時
代
以
前
の
発
音
に
則
り
ラ
ジ
オ

ra
d

io
te

le
p

h
o
n

e

の
「d

i

」
の
発
音
を
書
き
記
し
た
、
と
言
え
な
く
も
な
い
で
す
が
、

近
代
の
こ
と
な
の
で
、
昔
の
名
残
が
残
っ
て
い
た
、
と
い
う
程
度
の
こ
と
か
と
思
い

ま
す
。 

 

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
ラ
ジ
オ
に
は
開
発
か
ら
色
々
な
歴
史
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今

回
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
期
の
日
本
に
限
っ
て
、
簡
単
に
そ
の
歴
史
を
ご
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ラ
ジ
オ
に
は
、
音
を
距
離
と
関
係
な
く
届
け
る
、
と
い
う
機
能
が
あ
り
、
光
を
（
蝋

燭
と
は
異
な
り
／
昔
は
、
部
屋
の
中
央
乃
至
最
も
重
要
な
場
所
に
蝋
燭
が
置
か
れ
て

い
た
）
距
離
と
関
係
な
く
届
け
る
電
灯
と
と
も
に
、
儀
礼
に
お
け
る
、
中
心
と
の
距

離
に
よ
る
権
威
、
序
列
の
可
視
化
を
破
壊
し
た
も
の
（4

）
、
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。 

 

ま
た
、
ラ
ジ
オ
は
、
文
章
と
異
な
り
、
声
に
よ
っ
て
、
発
話
内
容
の
み
な
ら
ず
、
そ

れ
に
付
随
す
る
個
性
（
印
象
）
を
伝
達
す
る
こ
と
か
ら
、
何
を
話
し
た
か
、
で
は
な

く
、
ど
う
話
し
た
か
、
と
い
う
こ
と
も
重
要
と
な
り
、
そ
の
た
め
に
、「
玉
音
放
送
」

は
、
あ
ま
り
う
ま
く
聞
き
取
れ
な
く
て
も
効
果
が
あ
っ
た
、
と
い
い
ま
す
（5

）
。 

 

日
本
で
は
、
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
三
月
二
十
二
日
に
東
京
放
送
局
が
東
京

芝
浦
の
仮
放
送
所
で
ラ
ジ
オ
放
送
を
開
始
し
ま
し
た
（6

）
。 

そ
の
後
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
八
月
に
、
東
京
放
送
局
（
Ｊ
Ｏ
Ａ
Ｋ
）、
大
阪

放
送
局
（
Ｊ
Ｏ
Ｂ
Ｋ
）、
名
古
屋
放
送
局
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
）
の
三
局
が
合
併
さ
れ
、
社
団

法
人
日
本
放
送
協
会
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
が
誕
生
し
ま
し
た
。
戦
前
に
お
け
る
唯
一
の
放
送

事
業
者
で
す
（7

）
。 

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
は
昭
和
天
皇
即
位
の
御
大
典
記
念
事
業
と
し
て
「
ラ

ジ
オ
体
操
」
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
ラ
ジ
オ
体
操
の
普
及
に
よ
り
、
日
本
に
住
ん
で

い
た
人
た
ち
が
、
同
じ
時
間
に
同
じ
動
き
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
身
体
的
、
時
間
的

に
国
民
化
さ
れ
た
、
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
（8

）
。 

袋
井
市
域
で
は
、
昭
和
天
皇
御
大
典
で
、
宇
刈
で
は
、
即
位
当
日
に
、
毎
戸
松
飾
り

を
立
て
国
旗
を
掲
げ
、
宇
刈
神
社
、
春
岡
神
社
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
氏
子
が
参
拝
。
そ
の

後
餅
つ
き
を
し
て
神
棚
に
飾
り
万
歳
三
唱
。
ま
た
西
方
に
向
か
っ
て
万
歳
三
唱
。
煙

火
一
発
、
等
の
行
事
を
行
い
、
大
嘗
祭
当
日
に
も
、
宇
刈
神
社
、
春
岡
神
社
で
祭
事
を

執
行
し
た
そ
う
で
す
（9

）
。 

浅
羽
で
も
記
念
行
事
を
行
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
時
の
簡
単
な
帳
簿
が
残
っ
て
い
ま

す
が
、
ど
う
や
ら
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
十
一
月
十
四
日
、
十
五
日
に
、
屋
台
に

人
形
を
載
せ
て
練
り
歩
い
た
よ
う
で
す
。
屋
台
は
大
人
が
曳
き
、
煮
豆
や
お
酒
で
楽

し
く
騒
い
だ
よ
う
で
す
が
、
子
供
た
ち
に
も
お
菓
子
を
配
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
そ
の

帳
簿
か
ら
分
か
り
ま
す
（1

0

）
。 

 

ラ
ジ
オ
体
操
の
ほ
か
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
期
の
日
本
と
ラ
ジ
オ
、
と
い
う
と
、

玉
音
放
送
は
と
も
か
く
と
し
て
、
情
報
操
作
の
印
象
が
強
く
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。 

 

米
英
へ
の
宣
戦
が
行
わ
れ
た
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
十
二
月
八
日
午
前
六
時
、

帝
国
陸
海
軍
は
米
英
軍
と
戦
闘
状
態
に
入
っ
た
と
い
う
大
本
営
発
表
第
一
号
が
あ
り
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ま
し
た
。
大
本
営
発
表
は
、
ラ
ジ
オ
に
よ
る
情
報
操
作
の
有
名
な
例
で
し
ょ
う
。
大

本
営
発
表
は
全
部
で
八
四
六
回
行
わ
れ
ま
し
た
（1

1

）
。 

 
「
大
本
営
発
表
」
と
言
え
ば
、
今
で
は
「
嘘
八
百
」
の
意
味
で
す
が
、
大
本
営
発
表

の
正
確
さ
を
検
討
し
た
前
坂
俊
之
に
よ
る
と
、
①
当
初
六
ヶ
月
は
ほ
ぼ
正
確
に
発
表
、

②
そ
の
次
の
九
ヶ
月
間
（
珊
瑚
海
開
戦
か
ら
イ
サ
ベ
ル
島
沖
海
戦
）
は
、
被
害
を
隠

す
、
戦
果
を
誇
張
す
る
な
ど
虚
偽
の
発
表
が
混
じ
り
だ
し
た
、
③
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島

撤
退
後
の
九
ヶ
月
間
は
戦
況
悪
化
で
少
な
く
な
っ
た
、
④
そ
の
次
の
八
ヶ
月
間
は
架

空
の
勝
利
を
発
表
し
出
し
、
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
六
月
の
マ
リ
ア
ナ
沖
海
戦

以
後
は
ま
っ
た
く
の
で
た
ら
め
の
会
戦
の
発
表
な
ど
、
最
も
ひ
ど
い
状
態
に
な
っ
た
、

と
い
う
具
合
で
、
そ
の
内
容
の
信
憑
性
が
変
遷
し
て
い
る
よ
う
で
す
（1

2

）
。 

 

一
九
三
一
年
に
台
湾
放
送
協
会
、
翌
三
十
二
年
に
朝
鮮
放
送
協
会
、
そ
の
後
、
満

州
電
信
電
話
株
式
会
社
（
一
九
三
三
年
）
な
ど
、
内
外
地
間
の
電
波
連
絡
が
整
備
さ

れ
、
欧
州
や
ア
メ
リ
カ
向
け
の
海
外
短
波
放
送
も
一
九
四
〇
年
頃
ま
で
に
整
備
さ
れ

ま
し
た
（1

3

）
。 

 

日
本
の
ラ
ジ
オ
は
、
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
た
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
を
参
考
に
し
て
い
た

よ
う
で
す
が
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
二
月
二
十
六
日
の
二
・
二
六
事
件
で
襲
撃

さ
れ
た
の
が
新
聞
社
ば
か
り
で
放
送
局
は
襲
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
反
乱
を
起

こ
し
た
将
校
た
ち
は
ラ
ジ
オ
の
価
値
に
気
付
い
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
と
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
（1

4

）
。
日
本
軍
の
メ
デ
ィ
ア
戦
略
に
お
い
て
、
ラ
ジ
オ
は
活
用
さ
れ
て
い
な

が
ら
、
軍
内
で
そ
の
認
識
に
大
き
な
ム
ラ
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
な
お
、
二
・
二
六
事

件
で
反
乱
部
隊
に
基
準
を
呼
び
か
け
功
果
を
上
げ
た
「
兵
に
告
ぐ
」
は
ラ
ジ
オ
放
送

で
し
た
（1

5

）
。 

 

と
は
い
え
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
は
、
国
民
に
と
っ
て
は
、
昭
和
十
六
年
（
一
九

四
一
）
十
二
月
八
日
の
大
本
営
発
表
（
ラ
ジ
オ
臨
時
ニ
ュ
ー
ス
）
で
始
ま
り
、
昭
和
二

十
年
（
一
九
四
五
）
八
月
十
五
日
の
「
玉
音
放
送
」
で
終
わ
っ
た
も
の
で
（1

6

）
、
政
府

に
よ
っ
て
ラ
ジ
オ
で
切
り
取
ら
れ
た
戦
争
だ
っ
た
、
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

さ
て
、
そ
ん
な
ラ
ジ
オ
で
す
が
、
袋
井
市
域
で
は
、
三
川
村
の
見
取
に
昭
和
十
三

年
（
一
九
三
八
）
頃
に
入
っ
て
き
た
も
の
が
、
残
っ
て
い
る
史
料
か
ら
分
か
る
中
で

は
早
い
時
期
に
導
入
さ
れ
た
例
の
よ
う
で
す
。
昭
和
十
三
～
十
五
年
頃
に
一
般
へ
の

受
信
機
の
販
売
が
始
ま
る
よ
う
な
の
で
（1

7

）
、
全
国
的
に
も
そ
ん
な
時
期
な
の
か
な
、

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

 

な
お
、
こ
の
頃
に
は
、
海
外
の
放
送
を
受
信
す
る
こ
と
や
短
波
受
信
は
、
防
諜
の

た
め
に
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
（1

8

）
。 

 

見
取
に
残
さ
れ
て
い
た
、
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
に
作
成
さ
れ
た
日
本
放
送

協
会
の
「
挙
っ
て
国
防 

揃
っ
て
ラ
ヂ
オ
」
は
、
ラ
ヂ
オ
聴
取
願
が
許
可
さ
れ
た
人

の
と
こ
ろ
へ
送
ら
れ
た
説
明
書
で
す
（1

9

）

が
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
も
、
軍
事
と
の
深

い
つ
な
が
り
が
分
か
り
ま
す
【
写
真
１
】。 

 
二
つ
折
り
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
、
中
を
見
る
と
、
簡
単
な
記
述
な
が
ら
、
当
時
の

ラ
ジ
オ
聴
取
の
様
子
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。 

 

お
申
込
の
ラ
ヂ
オ
聴
取
願
が
許
可
さ
れ
ま
し
た
、
別
紙
許
可
書
と
聴
取
章
を
お

送
り
い
た
し
ま
す
。
何
卒
永
続
し
て
お
聴
き
下
さ
る
と
共
に
お
知
合
の
方
に
も

【写真１】「挙って国防 揃ってラヂオ」 

（本書 66 号） 
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是
非
お
す
ゝ
め
下
さ
る
様
お
願
ひ
い
た
し
ま
す
。 

 

◎
聴
取
章
は
お
忘
れ
な
く
門
柱
又
は
玄
関
に
お
打
附
け
下
さ
い
。 

◎
許
可
書
は
受
信
機
の
中
な
ど
一
定
の
場
所
に
保
管
し
て
下
さ
い
。 

◎
聴
取
料
は
月
額
五
拾
銭
で
集
金
員
が
直
接
頂
戴
に
参
り
ま
す
。
地
方
で
集
金

に
上
れ
な
い
所
に
は
六
ヶ
月
分
金
参
円
づ
ゝ
郵
便
集
金
で
御
請
求
申
上
げ
ま

す
か
ら
遅
れ
な
い
様
に
御
払
込
み
願
ひ
ま
す
。 

◎
受
信
機
は
な
る
べ
く
湿
気
を
受
け
ず
又
動
揺
し
な
い
場
所
へ
置
い
て
下
さ
い
。 

◎
必
要
以
上
の
高
音
を
出
さ
ぬ
様
又
ピ
ー
ピ
ー
云
は
せ
ぬ
様
に
お
願
ひ
い
た
し

ま
す
。 

◎
聴
取
章
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
の
再
交
附
願
用
紙
と
か
変
更
届
用
紙
等
御
入
用

の
場
合
は
最
寄
の
ラ
ヂ
オ
申
込
取
次
所
（
郵
便
局
、
ラ
ヂ
オ
商
、
電
燈
会
社

等
で
看
板
を
掲
げ
て
あ
り
ま
す
）
に
御
請
求
下
さ
い
。
手
続
は
一
切
無
料
で

す
。 

◎
受
信
機
故
障
の
場
合
は
「
日
本
放
送
協
会
指
定
ラ
ヂ
オ
相
談
所
」
と
云
ふ
看

板
を
掲
げ
て
あ
る
ラ
ヂ
オ
商
で
公
定
料
金
で
修
理
す
る
こ
と
と
に
な
つ
て
居

り
ま
す
か
ら
御
利
用
下
さ
い
。 

御
許
可
書
の
裏
面
注
意
事
項
を
よ
く
御
覧
下
さ
い
。（2

0

） 

  

防
諜
の
た
め
も
あ
っ
て
か
、
許
可
な
ど
少
し
厳
し
そ
う
な
気
配
が
す
る
文
面
で
す
。 

 

説
明
の
内
容
は
右
の
通
り
で
い
い
の
で
す
が
、
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
画
面
の
上

下
に
「
栄
え
る
家
に
ラ
ヂ
オ
あ
り
」（
天
印
刷
）
、「
不
便
な
土
地
ほ
ど
便
利
な
ラ
ヂ
オ
」

（
地
印
刷
）
と
あ
り
【
写
真
２
】、「
不
便
な
土
地
ほ
ど
」
と
は
、
田
舎
者
の
私
か
ら
す

る
と
「
大
き
な
お
世
話
！
」
と
言
い
た
く
な
り
ま
す
。 

今
見
た
「
挙
っ
て
国
防 

揃
っ
て
ラ
ヂ
オ
」
と
セ
ッ
ト
関
係
に
あ
る
、
昭
和
十
三

年
（
一
九
三
八
）
九
月
『
ラ
ヂ
オ
の
お
す
ゝ
め
』
を
見
る
と
（
本
書
七
七
四
頁
に
写

真
）
、
一
家
団
欒
の
写
真
が
あ
り
、
ま
た
、「
ラ
ヂ
オ
は
修
養
の
殿
堂
で
す
」「
ラ
ヂ
オ

は
良
い
家
庭
教
師
で
す
」「
ラ
ヂ
オ
は
忠
実
な
報
道
者
で
す
」
「
ラ
ヂ
オ
は
慰
安
娯
楽

の
最
上
設
備
で
す
」「
ラ
ヂ
オ
は
重
宝
な
御
家
庭
の
必
需
品
で
す
」「
挙
国
一
致
は
ラ

ヂ
オ
か
ら
」「
大
電
力
放
送
の
福
音
」
と
、
家
庭
に
入
り
込
ん
で
、
挙
国
一
致
体
制
に

【写真２】「不便な土地ほど便利なラヂオ」とは大きなお世話 
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飲
み
込
も
う
と
す
る
意
図
が
か
な
り
露
骨
に
う
か
が
え
ま
す
。 

 

（
第
一
見
開
き
） 

 

「
戸
毎
に
ラ
ヂ
オ 

楽
し
い
団
欒
」 

 

御
家
庭
に
は
ラ
ヂ
オ
を 

 

ラ
ヂ
オ
は
修
養
の
殿
堂
で
す 

都
会
に
居
て
も
、
容
易
に
聴
け
な
い
名
士
の
講
演
や
学
者
の
説
話
、
さ
て
は

高
僧
知
識
の
朝
の
修
養
な
ど
、
心
静
か
に
聴
く
ラ
ヂ
オ
こ
そ
此
の
上
も
な
い

修
養
の
最
高
殿
堂
で
あ
り
ま
す
。 

ラ
ヂ
オ
は
良
い
家
庭
教
師
で
す 

お
子
様
方
に
は
楽
し
い
童
謡
童
話
や
音
楽
が
あ
り
、
学
生
や
青
年
達
に
は
語

学
講
座
や
受
験
講
座
、
青
年
講
座
や
青
年
の
時
間
が
あ
り
、
御
婦
人
方
に
は

家
庭
婦
人
講
座
や
母
の
時
間
が
あ
り
、
ま
た
一
般
向
と
し
て
は
講
演
講
座
や

時
事
開
設
な
ど
が
あ
つ
て
、
ラ
ヂ
オ
は
懇
切
丁
寧
な
家
庭
教
師
で
あ
り
ま
す 

ラ
ヂ
オ
は
忠
実
な
報
道
者
で
す 

世
の
中
の
凡
ゆ
る
出
来
事
を
忠
実
に
正
確
に
、
し
か
も
迅
速
に
報
道
す
る
も

の
は
ラ
ヂ
オ
で
す
。
気
象
通
報
や
ニ
ュ
ー
ス
経
済
市
況
は
も
と
よ
り
、
野
球

相
撲
そ
の
他
各
種
競
技
の
実
況
ま
で
も
お
聴
か
せ
す
る
こ
と
は
御
存
知
の
通

り
で
す
。
殊
に
支
那
事
変
依
頼
内
外
ニ
ュ
ー
ス
の
報
道
は
、
一
躍
そ
の
声
価

を
高
め
て
今
や
世
人
の
関
心
を
集
注
し
て
居
り
ま
す
。 

ラ
ヂ
オ
は
慰
安
娯
楽
の
最
上
設
備
で
す 

一
流
演
芸
家
の
琵
琶
、
落
語
、
講
談
、
浪
花
節
、
或
は
長
唄
、
清
元
、
常
磐
津
、

新
内
、
義
太
夫
、
舞
台
劇
、
ラ
ヂ
オ
・
ド
ラ
マ
、
三
曲
、
歌
謡
曲
、
漫
談
な
ど

居
な
が
ら
に
し
て
肉
声
が
聴
か
れ
る
ラ
ヂ
オ
は
、
御
家
庭
の
慰
安
娯
楽
設
備

と
し
て
最
上
の
も
の
で
す
。
外
に
追
随
す
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

ラ
ヂ
オ
は
重
宝
な
御
家
庭
の
必
需
品
で
す 

朝
の
ラ
ヂ
オ
體
操
か
ら
夜
の
気
象
通
報
ま
で
、
時
々
刻
々
の
ニ
ュ
ー
ス
、
講

演
、
音
楽
演
芸
な
ど
、
年
中
休
み
な
く
放
送
し
て
ゐ
ま
す
か
ら
、
即
座
に
修

養
の
道
場
、
勉
学
の
講
堂
、
慰
安
娯
楽
場
と
な
り
、
し
か
も
聴
取
料
は
僅
か

に
月
額
五
十
銭
で
あ
り
ま
す
。
現
代
に
於
て
は
最
早
ラ
ヂ
オ
は
日
常
生
活
に

な
く
て
は
な
ら
ぬ
重
宝
な
家
庭
の
必
需
品
で
あ
り
ま
す
。 

挙
国
一
致
は
ラ
ヂ
オ
か
ら 

支
那
事
変
は
愈
々
長
期
戦
に
入
つ
て
、
国
家
の
總
力
を
挙
げ
て
戦
は
ね
ば
な

ら
ぬ
こ
と
ゝ
な
り
、
時
局
は
益
々
重
大
と
な
つ
て
参
り
ま
し
た
。
此
の
聖
戦

の
目
的
を
達
す
る
為
め
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
国
民
と
し
て
の
一
致
協
力

が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
銃
後
の
後
援
強
化
に
国
防
に―

―

そ
し
て
非
常
時
の

御
家
庭
に
は
先
づ
ラ
ヂ
オ
を
お
備
へ
下
さ
い
。 

大
電
力
放
送
の
福
音 

一
五
〇
キ
ロ
ワ
ツ
ト
大
電
力
放
送
開
始
に
よ
つ
て
、
電
波
が
五
倍
も
強
大
と

な
り
、
こ
れ
ま
で
と
違
つ
て
、
相
当
遠
距
離
に
ま
で
簡
易
に
、
そ
し
て
一
層

明
瞭
に
、
ラ
ヂ
オ
が
聴
か
れ
る
や
う
に
な
り
ま
し
た
。
簡
単
な
受
信
機
で
雑

音
も
無
く
気
持
よ
く
経
済
的
に
聴
か
れ
る
大
電
力
放
送
の
福
音
が
、
皆
様
の

御
利
用
を
お
待
ち
し
て
居
り
ま
す
。 

尚
ラ
ヂ
オ
聴
取
の
手
続
は
簡
単
で
あ
り
ま
す
。
御
近
所
の
『
ラ
ヂ
オ
申
込
取
次
所
』
の

看
板
の
出
て
ゐ
る
ラ
ヂ
オ
商
又
は
三
等
郵
便
局
其
他
の
取
次
所
へ
御
申
込
下
さ
い
。 

 
（
放
送
時
刻
表
略
）（2

1

） 

 

同
じ
史
料
群
の
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
一
月
二
十
日
発
行
『
ラ
ヂ
オ
案
内
』
に

は
ラ
ジ
オ
の
番
組
紹
介
な
ど
が
あ
る
の
で
す
が
、「
小
学
生
の
時
間
」
や
「
市
丸
さ
ん
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の
歌
謡
曲
」
と
と
も
に
、「
米
内
海
軍
大
臣
の
講
話
」
、「
徳
富
蘇
峰
氏
の
講
話
」
な
ど

と
あ
り
、「
★
ラ
ヂ
オ
は
国
際
親
善
の
楔
で
す
」
と
い
っ
た
そ
ば
か
ら
「
★
ラ
ヂ
オ
は

国
際
宣
伝
戦
の
新
鋭
武
器
で
す
」
と
言
っ
て
い
ま
す
【
写
真
３
】。
冊
子
全
体
を
読
ん

で
見
る
と
、
本
当
に
言
い
た
い
こ
と
は
「
ラ
ヂ
オ
は
国
際
宣
伝
戦
の
新
鋭
武
器
で
す
」

と
い
う
方
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
部
分
の
み
引
用
し
ま
す
。 

 

（
前
略
） 

★
ラ
ヂ
オ
は
国
際
親
善
の
楔
で
す 

 

 

ラ
ヂ
オ
は
復
、
驚
異
的
な
効
果
を
齎
す
国
際
親
善
の
外
交
機
関
で
す
。
例
へ

ば
最
近
の
日
独
伊
防
共
協
定
紀
念
交
驩
放
送
の
如
き
は
盟
邦
三
大
国
民
の
心
と

心
と
を
結
ぶ
使
命
を
完
全
に
果
し
た
の
で
す
。 

将
来
国
際
文
化
の
交
驩
に
、
ラ
ヂ
オ
が
益
々
利
用
せ
ら
れ
親
善
外
交
に
大
き

な
役
割
を
果
す
こ
と
ゝ
な
る
で
せ
う
。 

 

★
ラ
ヂ
オ
は
国
際
宣
伝
戦
の
新
鋭
武
器
で
す 

 

欧
米
各
国
で
は
何
は
措
い
て
も
先
づ
ラ
ヂ
オ
で
時
刻
の
威
力
、
自
国
の
政
策

の
放
送
を
し
つ
づ
け
、
常
に
め
ま
ぐ
る
し
い
国
際
宣
伝
戦
を
や
つ
て
居
り
ま
す
。

今
日
の
ラ
ヂ
オ
は
国
際
宣
伝
戦
の
新
鋭
武
器
と
な
つ
て
居
り
ま
す
。
此
度
の
支

那
事
変
で
、
ど
ん
な
に
支
那
が
ラ
ヂ
オ
を
利
用
し
て
、
日
本
の
国
際
的
地
位
を

窮
地
に
陥
し
入
れ
様
と
し
た
か
御
存
じ
の
事
と
思
ひ
ま
す
。
吾
国
で
も
、
現
在

で
は
ア
メ
リ
カ
東
部
、
西
部
、
南
米
、
欧
羅
巴
、
支
那
、
南
洋
等
に
向
け
て
海
外

放
送
を
行
ひ
、
十
ヶ
国
語
で
ど
し
ど
し
と
吾
国
の
正
し
い
主
張
と
、
文
化
の
対

外
宣
伝
及
び
紹
介
に
努
め
て
非
常
な
効
果
を
収
め
て
居
り
ま
す
。
海
外
に
あ
る

同
胞
が
如
何
に
母
国
発
展
の
声
を
耳
に
し
て
感
激
し
て
居
り
ま
す
こ
と
か
、

続
々
と
寄
せ
ら
れ
る
海
外
通
信
は
目
の
あ
た
り
其
の
有
様
を
伝
へ
て
居
り
ま
す
。

ラ
ヂ
オ
で
な
く
て
は
到
底
出
来
る
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ラ
ヂ
オ
一
つ
で
皆
様

は
世
界
の
各
方
面
に
繋
が
つ
て
居
る
と
も
云
へ
ま
せ
う
。 

（
後
略
）（2

2

） 

  

読
ん
で
み
る
と
、
右
の
文
章
は
、「
音
声
を
遠
く
に
届
け
ら
れ
る
メ
デ
ィ
ア
」
の
特

性
が
、
軍
事
上
、
あ
る
い
は
政
治
上
に
も
た
ら
す
影
響
を
、
思
っ
た
よ
り
も
正
確
に

理
解
し
て
い
た
も
の
な
の
で
は
な
い
か
、
と
思
い
ま
す
。 

 

二 

村
で
の
ラ
ジ
オ
利
用 

  

今
私
が
確
認
で
き
て
い
る
史
料
の
内
で
は
、
袋
井
市
域
に
残
さ
れ
た
史
料
の
中
で
、

ラ
ジ
オ
関
係
史
料
が
残
っ
て
い
る
地
域
は
、
右
に
見
た
見
取
と
、
西
浅
羽
村
の
長
溝

で
す
。
長
溝
村
の
史
料
か
ら
、
村
で
ラ
ジ
オ
が
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
た
の
か

を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

【写真３】「★ラヂオは……」（本書 69 号） 
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昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
七
月
四
日
付
け
「
西
浅
羽
村
防
空
訓
練
実
施
要
綱
」
を

見
る
と
、
防
空
で
ラ
ジ
オ
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
【
写
真
４
】。 

 
秘 

 
昭

和

十

三

年

七

月

四

日 

西
浅
羽
村
防
護
団
長

磐
田
郡
西
浅
羽
村
長 

竹
原
九
平
（
印
） 

殿 

西

浅

羽

村

防

空

訓

練

実

施

要

綱 

第
二
次
静
岡
県
防
空
訓
練
実
施
ニ
依
ル
本
村
実
施
要
項
左
ノ
如
シ
。 

本

村

行

事

予

定 

一
、
期
間 

 

七
月
八
日
午
前
零
時
別
命
ナ
ク
警
戒
管
制
ニ
入
リ
、
仝
十
日

午
前
中
ニ
終
了
。 

二
、
訓
練
項
目 

１
、
警
報
伝
達 

本
部
ニ
各
字
伝
令
一
名
ヲ
派
シ
連
絡
ニ
任
ス
。
伝
令

ハ
七
月
八
日
午
前
四
時
ニ
本
部
ニ
参
集
ス
ル
コ
ト
。 

各
字
ニ
オ
イ
テ
伝
令
ラ
ヂ
オ
又
ハ
他
ノ
警
鐘
ニ
依
リ
最
初
ニ
知
リ

得
タ
警
報
ニ
依
リ
空
襲
警
報
又
ハ
同
解
除
ヲ
為
ス
ベ
シ
。 

２
、
七
月
六
日
夜
ヨ
リ
屋
外
灯
消
灯
ス
ベ
シ
。
鶏
舎
又
ハ
側
壁
ナ
キ
屋

内
灯
ヲ
隠
蔽
又
ハ
消
灯
ス
ベ
シ
。 

七
月
七
日
就
寝
ノ
節
若
ク
ハ
同
夜
十
二
時
警
戒
管
制
ニ
入
ル
ベ
シ
。 

演
習
中
灯
火
管
制
時
間
ハ
午
後
七
時
ヨ
リ
午
前
四
時
三
十
二
分
ニ

至
ル
間
ニ
之
ヲ
行
フ
。 

３
、
空
襲
下
ニ
於
ケ
ル
防
火 

七
月
八
日
午
後
八
時
ヲ
過
ギ
タ
ル
後
第
一
回
ノ
空
襲

警
報
ト
同
時
ニ
、
各
部
落
内
ニ
数
ヶ
所
模
擬
焼
夷
弾

落
下
ヲ
想
定
シ
、
家
庭
防
火
群
ノ
訓
練
ヲ
実
施
ス
。 

此
ノ
場
合
藁
束
又
ハ
麦
稈
等
ニ
点
火
シ
、
振
鈴
又
ハ

石
油
缶
、
金
ダ
ラ
ヒ
等
ヲ
連
打
シ
焼
夷
弾
落
下
ヲ
知

ラ
ス
。
此
ノ
時
各
家
庭
一
名
宛
水
カ
又
ハ
砂
ヲ
入
レ

タ
バ
ケ
ツ
等
ヲ
持
ツ
テ
現
場
ニ
駈
出
シ
消
火
ニ
務
ム

ベ
シ
。
落
下
場
所
等
ハ
別
ニ
防
火
班
ニ
指
令
ス
。 

「
註
」
家
庭
防
火
群
ト
ハ
各
家
庭
一
名
ノ
防
空
担
任
者
ヲ

選
ビ
一
ツ
ノ
十
戸
組
ヲ
以
テ
一
家
庭
防
火
群
ヲ
組

織
ス
。 

以

上
（2

3

） 

  

右
要
項
中
「
二
、
訓
練
項
目
」
の
「
１
」
に
は
「
各
字
ニ
オ
イ
テ
伝
令
ラ
ヂ
オ
又
ハ

他
ノ
警
鐘
ニ
依
リ
最
初
ニ
知
リ
得
タ
警
報
ニ
依
リ
空
襲
警
報
又
ハ
同
解
除
ヲ
為
ス
ベ

シ
」
と
あ
り
、
ラ
ジ
オ
で
防
空
警
報
が
流
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
尤
も
、

「
他
ノ
警
鐘
ニ
依
リ
」
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
警
報
伝
達
手
段
は
ラ
ジ
オ
に
限
ら
れ

（
空
白
マ
マ
） 

（「
静
岡
県
磐
／
田
郡
西
浅
羽
／
村
長
之
印
」） 

（
一
九
三
八
） 

〔×

化
〕 

【写真４】 防空訓練 

（本書 53 号） 
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て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 
こ
こ
で
気
に
な
る
の
は
、
当
時
長
溝
で
は
、
ど
の
く
ら
い
の
個
人
が
ラ
ジ
オ
を
持

っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
す
。 

ち
ょ
っ
と
、
い
く
つ
か
段
階
を
踏
ん
で
、
当
時
の
ラ
ジ
オ
所
有
者
数
を
考
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。 

ま
ず
は
、
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
六
月
二
十
八
日
付
け
「
庶
乙
第
一
二
一
号 

「
ラ
ヂ
オ
」
加
入
者
募
集
方
ニ
関
ス
ル
件
」
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

庶
乙
第
一
二
一
号 

昭
和
十
五
年
六
月
二
十
八
日 

 
 
 
 
 

西
浅
羽
村
役
場 

常
設
委
員 

 
 
 
 
 
 
 
 

殿 

 

「
ラ
ヂ
オ
」
加
入
者
募
集
方
ニ
関
ス
ル
件 

浅
羽
五
ヶ
村
隔
離
病
舎
新
築
落
成
候
処
非
常
時
局
ニ
伴
ヒ
物
資
欠
乏
ノ
折
柄
、

已
ム
ヲ
得
ズ
縮
小
建
築
シ
タ
ル
モ
、
五
ヶ
村
ヲ
範
囲
ト
シ
病
室
八
室
ニ
テ
ハ
多

数
患
者
発
生
ノ
場
合
ニ
収
容
困
難
ニ
陥
ル
虔
有
レ

之
候
ニ
付
、
之
ガ
対
策
ト
シ
テ

該
敷
地
ニ
西
浅
羽
旧
病
舎
一
棟
ヲ
買
収
シ
、
之
ヲ
移
転
改
築
シ
テ
予
備
病
舎
五

室
、
留
守
番
人
住
宅
並
ニ
物
置
其
他
ニ
充
当
ス
ル
事
ト
相
成
候
ト
同
時
ニ
、
電

灯
架
設
ノ
申
込
ヲ
ナ
シ
タ
ル
処
、
病
舎
ノ
ミ
ニ
テ
ハ
収
支
不
引
合
ニ
付
、
此
際

「
ラ
ヂ
オ
」
百
個
、
五
ヶ
村
ニ
於
テ
加
入
者
募
集
ヲ
承
諾
シ
呉
ル
レ
バ
、
会
社

ニ
於
テ
費
用
負
担
架
設
ノ
申
出
有
レ

之
候
ニ
付
、
此
際
其
平
均
二
十
個
ヲ
本
村
ニ

於
テ
引
受
ク
ル
コ
ト
ヽ
相
成
候
ニ
付
、
左
記
個
数
ノ
加
入
者
募
集
方
何
分
ノ
御

配
意
相
成
度
、
此
段
御
願
申
上
候
。 

記 

上

富 
 
 

二 
 
 
 

中

富 
 
 

三 

下

富 
 
 

二 
 
 
 

東

富 
 
 

二 

一

色 
 
 

一 
 
 
 

中 
 
 
 
 

三 

浅

岡 
 
 

三 
 
 
 

長

溝 
 

 

四 

以

上
（2

4

） 

  

浅
羽
五
ヶ
村
と
い
う
の
は
、
上
浅
羽
村
・
西
浅
羽
村
・
東
浅
羽
村
・
幸
浦
村
・
豊
浜

村
の
五
ヶ
村
で
す
。
上
浅
羽
村
・
西
浅
羽
村
・
東
浅
羽
村
・
幸
浦
村
は
の
ち
に
合
併
し

て
浅
羽
町
と
な
り
、
現
在
は
袋
井
市
で
す
。
豊
浜
村
は
、
の
ち
福
田
町
に
合
併
し
、
現

在
は
磐
田
市
で
す
。 

 

「
庶
乙
第
一
二
一
号
」
に
よ
る
と
、
浅
羽
五
ヶ
村
の
隔
離
病
舎
（
伝
染
病
患
者
を
隔

離
治
療
す
る
と
こ
ろ
）
を
新
築
す
る
に
際
し
て
、
時
局
柄
規
模
を
縮
小
す
る
な
ど
、

基
本
的
に
は
縮
小
方
向
で
、
当
初
の
予
定
か
ら
は
い
く
ら
か
変
更
が
あ
っ
た
よ
う
で

す
。 

 

そ
れ
で
、
新
築
の
隔
離
病
舎
の
た
め
に
電
灯
架
設
の
申
込
を
し
た
と
こ
ろ
、
病
舎

の
み
の
電
灯
架
設
で
は
ち
ょ
っ
と
損
だ
よ
、
と
い
う
こ
と
で
、「
い
っ
そ
こ
の
際
、
ラ

ジ
オ
一
〇
〇
個
、
五
ヶ
村
で
加
入
し
よ
う
！
」
と
い
う
こ
と
に
決
ま
っ
た
の
だ
そ
う

で
す
。
ど
う
い
う
計
算
式
な
の
か
は
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。 

そ
の
一
〇
〇
個
の
ラ
ジ
オ
を
五
ヶ
村
で
分
け
、
各
村
平
均
二
〇
個
ず
つ
ラ
ジ
オ
に

新
規
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
と
か
。 

長
溝
は
、
西
浅
羽
村
に
分
け
ら
れ
た
二
十
の
内
、
四
個
の
ラ
ジ
オ
新
規
加
入
が
割

り
振
ら
れ
ま
し
た
。 

本
史
料
は
、
こ
の
割
り
振
ら
れ
た
ラ
ジ
オ
新
規
加
入
枠
へ
の
募
集
を
募
る
も
の
で

す
。 昭

和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
六
～
七
月
頃
「
庶
乙
第
一
二
九
号 

「
ラ
ヂ
ヲ
」
加
入

者
募
集
結
果
ニ
関
ス
ル
件
」
は
、「
庶
乙
第
一
二
一
号
」
よ
り
少
し
後
に
出
さ
れ
た
も

の
（
文
書
番
号
よ
り
）
で
す
が
、
同
じ
、
隔
離
病
舎
の
つ
い
で
に
ラ
ジ
オ
新
規
加
入
に

つ
い
て
、
東
電
袋
井
営
業
所
か
ら
、
植
え
付
け
た
苗
が
育
つ
前
に
処
理
を
進
め
た
い

か
ら
、
加
入
者
が
決
ま
っ
た
ら
早
く
教
え
て
ね
、
と
言
わ
れ
て
い
る
、
と
い
う
内
容

で
す
。 

（
一
九
四
〇
） 

〔
虞
〕 
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庶
乙
第
『
一
二
九
』
号 

『
静
岡
県
磐
田
郡
西
浅
羽
村
長
浅
原
三
次
郎
』（
印
） 

常
設
委
員
殿 

「
ラ
ヂ
ヲ
」
加
入
者
募
集
結
果
ニ
関
ス
ル
件 

曩
ニ
御
依
頼
申
上
置
タ
ル
標
記
ノ
件
、
東
電
袋
井
営
業
所
ニ
於
テ
ハ
加
入
者
募

集
決
定
せ
ハ
、
植
付
タ
ル
苗
ノ
生
育
せ
ザ
ル
以
前
ニ
病
舎
ヘ
電
灯
架
設
工
事
ニ

着
手
致
度
趣
キ
ヲ
以
テ
、
来
る
十
日
迄
ニ
加
入
者
住
所
氏
名
通
知
方
申
出
ニ
接

シ
候
ニ
付
、
御
多
用
中
真
ニ
恐
縮
ニ
候
ヘ
共
、
至
急
御
決
定
、
来
る
九
日
迄
ニ

御
申
報
告
相
煩
シ
度
、
此
段
及
二

御
依
頼
一

候
也
。 

追
テ
聴
取
機
ハ
物
価
高
ニ
伴
ナ
ヒ
一
個
金
四
十
五
、
六
円
ヨ
リ
八
十
五
、
六

円
迄
ト
ノ
由
ニ
付
申
添
候
。（2

5

） 

  

ラ
ジ
オ
聴
取
機
は
一
個
四
十
五
円
～
八
十
五
円
ほ
ど
、
と
の
こ
と
で
す
。
換
算
す

る
基
準
に
よ
っ
て
か
な
り
結
果
が
変
わ
る
の
で
、
今
の
い
く
ら
に
当
た
る
か
、
と
い

う
計
算
は
あ
ま
り
好
き
で
は
な
い
の
で
す
が
、
目
安
と
し
て
、
昭
和
十
五
年
（
一
九

四
〇
）
頃
だ
と
、
大
体
一
八
〇
〇
倍
す
る
と
今
の
金
額
に
近
し
い
値
が
得
ら
れ
ま
す
。

と
す
る
と
、
お
お
よ
そ
八
万
一
〇
〇
〇
円
～
一
五
万
三
〇
〇
〇
円
ほ
ど
。
ん
～…

…

最
新
の
家
電
と
か
だ
と
、
そ
の
く
ら
い
行
き
ま
す
か
ね
。
高
価
な
買
い
物
で
あ
る
こ

と
は
確
か
で
す
。 

 

こ
の
お
金
は
、
村
（
五
ヶ
村
）
で
払
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

そ
こ
の
と
こ
ろ
は

不
明
瞭
で
す
。
文
脈
か
ら
す
る
と
、
隔
離
病
舎
の
つ
い
で
な
の
で
、
五
ヶ
村
で
払
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
。 

と
に
も
か
く
に
も
、
新
規
加
入
者
は
無
事
決
ま
っ
た
よ
う
で
、
昭
和
十
五
年
（
一

九
四
〇
）
八
月
二
十
三
日
付
け
「
「
ラ
ヂ
オ
」
加
入
者
協
議
会
ノ
件
」
に
よ
る
と
、
昭

和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
八
月
二
十
五
日
に
、
そ
の
新
規
加
入
者
に
通
知
を
配
付
す

る
「
「
ラ
ヂ
オ
」
加
入
者
協
議
会
」
な
る
場
が
設
け
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。 

 

昭
和
十
五
年
八
月
二
十
三
日 

磐
田
郡
西
浅
羽
村
長 

浅
原
三
次
郎
（
印
） 

『
桑
原
政
一
』
殿 

「
ラ
ヂ
オ
」
加
入
者
協
議
会
ノ
件 

曩
キ
ニ
格
別
ノ
御
配
慮
ヲ
賜
リ
候
「
ラ
ヂ
オ
」
加
入
者
ノ
件
愈
々
決
定
候
ニ
付
、

左
記
ニ
依
リ
新
加
入
者
ノ
協
議
会
開
催
仕
候
間
御
臨
席
ノ
栄
ヲ
賜
リ
度
、
此
段

得
二

貴
意
一

申
候
。 記 

一
、
日
時 

 

八
月
二
十
五
日
午
後
三
時
半 

一
、
場
所 

 

西
浅
羽
村
役
場 

追
テ
御
繁
忙
中
恐
入
候
ヘ
共
、
別
紙
新
加
入
者
ヘ
ノ
通
知
書
御
配
付

被
レ

下
度
、
此
段
奉
レ

願
候
。
猶
当
日
午
後
三
時
出
征
軍
人
竹
原
惣
一

君
無
事
帰
還
ニ
付
出
迎
旁
々
御
願
申
上
候
。（2

6

） 

  

別
に
良
い
の
で
す
け
ど
、
ラ
ジ
オ
加
入
者
に
通
知
を
配
付
す
る
会
の
お
知
ら
せ
の
、

追
伸
の
そ
の
ま
た
猶
々
書
（
お
ま
け
で
書
か
れ
た
追
伸
文
）
に
、
つ
い
で
の
さ
ら
に

そ
の
ま
た
つ
い
で
の
よ
う
に
出
征
者
の
帰
還
を
記
す
の
は
、
ち
ょ
っ
と
か
わ
い
そ
う

な
気
が
し
ま
す
。 

 

も
し
か
し
た
ら
、
防
諜
そ
の
他
の
観
点
か
ら
、
こ
の
書
き
方
に
も
何
ら
か
の
意
味

が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
、
私
に
は
成
案
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
も
し
何
か
御

存
知
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
御
一
報
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
（
本
書
「
兵

の
見
送
り
と
帰
還
」
の
項
も
御
参
照
く
だ
さ
い
）。 

 
少
し
時
期
は
飛
び
ま
す
が
、
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
十
二
月
七
日
、
大
地
震
が

発
生
し
ま
す
。
本
書
「
一
九
四
四
年
東
南
海
地
震
」
の
項
で
説
明
を
し
て
い
る
の
で
、

詳
し
く
は
そ
ち
ら
を
御
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
と
き
に
、
震
災

で
破
損
し
た
ラ
ジ
オ
を
修
理
す
る
、
と
い
う
通
知
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
二
十
年

（
一
九
四
五
）
二
月
五
日
付
け
「
ラ
ヂ
オ
受
信
機
修
理
ニ
関
ス
ル
件
」
で
す
。 

（
手
書
） 

（
一
九
四
〇
） 

（
手
書
） 

（
印
） 

（「
静
岡
県
磐
／
田
郡
西
浅
羽
／
村
長
之
印
」） 

（「
静
岡
県
磐
／
田
郡
西
浅
羽
／
村
長
之
印
」） 
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昭
和
二
十
年
二
月
五
日 磐

田
郡
西
浅
羽
村
役
場
（
印
） 

部
落
会
長 

殿 
ラ
ヂ
オ
受
信
機
修
理
ニ
関
ス
ル
件 

貴
部
内
ニ
於
テ
震
災
ニ
依
リ
ラ
ヂ
オ
受
信
機
ガ
故
障
ノ
為
現
在
聴
取
出
来
ヌ
者

有
レ

之
候
ニ
ハ
、
左
記
日
定
ニ
依
リ
修
理
致
□
可
其
ノ
筋
ヨ
リ
通
知
有
レ

之
候
条
、

其
旨
関
係
者
ニ
御
通
知
□
及
二

依
頼
一

候
也
。 

記 

修
理
実
施
期
間 

二
月
十
九
日
及
二
十
日 

二
日
間 

実
施
場
所 

 
 

上
浅
羽
村
中
部
配
電
散
宿
所 

実
施
要
項 

故
障
受
信
機
受
信
個
数
（
五
〇
ヶ
） 

但
シ
真
空
管
断
線
確
実
ナ
ル
モ
ノ
ハ
受
付
ヲ
ナ
サ
ズ
。 

故
障
受
信
機
ノ
修
理
ニ
当
リ
テ
ハ
原
則
ト
シ
テ
診
察
料
ヲ
徴
収
ス

ル
コ
ト
ヽ
セ
ル
モ
、
今
回
ニ
限
リ
特
ニ
徴
収
セ
ズ
。
其
ノ
他
修
理

料
金
ニ
ツ
イ
テ
ハ
『
逓
進
省
』
軍
需
省
公
示
価
格
ニ
依
ル
。（2

7

） 

  

震
災
に
よ
り
ラ
ジ
オ
受
信
機
が
故
障
し
た
た
め
に
、
現
在
聴
取
で
き
な
い
者
に
つ

い
て
は
、
左
記
日
程
に
よ
り
修
理
す
る
、
と
の
こ
と
で
す
。
但
し
書
き
に
よ
る
と
、
故

障
受
信
機
の
修
理
に
あ
た
っ
て
は
、
原
則
診
察
料
を
取
る
の
だ
が
、
今
回
は
取
ら
な

い
、
と
あ
り
ま
す
【
写
真
５
】
。 

 

そ
の
他
の
修
理
料
（
受
信
機
以
外
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？
）
に
つ
い
て
は
、

軍
需
省
の
公
示
価
格
に
よ
る
、
と
の
こ
と
で
す
。 

 

軍
需
省
は
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
に
、
商
工
省
の
一
部
と
企
画
院
の
国
家
総

動
員
部
門
が
あ
わ
さ
っ
て
で
き
た
行
政
機
関
で
す
。
戦
後
は
商
工
省
に
戻
り
ま
し
た
。 

 

当
時
ラ
ジ
オ
は
軍
需
省
の
管
轄
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
当
時
の
西
浅
羽
村
役
場
の
人

も
私
と
同
様
「
あ
あ
、
そ
う
な
ん
だ
」
と
思
っ
た
よ
う
で
、
一
度
「
逓
信
省
」
と
書
き

間
違
え
て
し
ま
い
、「
軍
需
省
」
に
訂
正
し
て
い
ま
す
【
写
真
６
】。 

 

震
災
で
壊
れ
た
ラ
ジ
オ
を
修
理
し
、
放
送
が
聴
け
る
よ
う
に
す
る
、
し
か
も
、
そ

（
一
九
四
五
） 

（「
磐
田
郡
／
西
浅
羽
／
村
役
場
」） 

（
抹
消
） 

〔
信
〕 

〔
程
〕 

【写真５】ラヂオ受信機修理（本書 281 号） 

【写真６】「逓進〔信〕省」と「軍需省」 

（【写真５】の裏面） 
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れ
は
無
料
で
行
う
。
当
時
の
ラ
ジ
オ
の
重
要
性
が
分
か
り
ま
す
。
こ
の
頃
に
は
、
ラ

ジ
オ
は
重
要
な
軍
事
ア
イ
テ
ム
だ
っ
た
、
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。 

 
こ
の
修
理
に
際
し
て
、
ど
の
く
ら
い
の
人
が
ラ
ジ
オ
を
聴
い
て
い
る
の
か
（
受
信

機
を
所
持
し
て
い
る
の
か
）
と
い
う
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昭
和
二
十
年
（
一
九

四
五
）
三
月
十
二
日
付
け
「
西
役
号
外 

ラ
ヂ
ヲ
聴
取
者
調
査
依
頼
ノ
件
」
で
す
。 

 

（
天
裏
書
／
ペ
ン
／
九
〇
度
顛
倒
／
四
つ
折
り
に
し
て
表
に
宛
名
を
書
い
た
も
の
） 

 

「
『
至
急
』
『
至
急
』 

桒
原
政
太
郎
殿 

」 

 

西
役
号
外 

昭
和
二
十
年
三
月
十
二
日 

 

磐
田
郡
西
浅
羽
村
長
藤
原
操
平
（
印
） 

部
落
会
長
殿 

ラ
ヂ
ヲ
聴
取
者
調
査
依
頼
ノ

件 

貴
部
落
内
ニ
於
テ

ラ
ヂ
ヲ
ヲ

聴
取
致
シ

居
ル

者
ヲ
御
調
査
ノ

上
、
氏
名
記
入
ノ

上
、
来

ル
三
月
十
五
日
迄
ニ
当
役
場
ニ
御
提
出
相
煩
度
、
此
段
及
二

依
頼
一

候
也
。 

追
而
本
調
査
ハ
正
確
ヲ
期
セ
ラ
レ
度
、
又
、
現
在
震
災
ニ
依
リ
ラ
ヂ
ヲ

受
信
■
機
ヲ
イ
タ
メ
、
聴
取
致
シ
居
ラ
ザ
ル
者
モ
調
査
セ
ラ
レ
度
申
添

候
。（2

8

） 

  

文
書
は
、
四
つ
折
り
に
し
て
、
西
浅
羽
村
役
場
か
ら
各
部
落
（
こ
こ
で
は
具
体
的

に
は
長
溝
）
に
送
ら
れ
ま
し
た
。
四
つ
折
り
に
し
た
と
き
に
上
に
来
る
場
所
に
、
長

溝
部
落
会
長
の
「
桒
原
政
太
郎
」（
彼
が
当
時
部
落
会
長
だ
っ
た
こ
と
は
本
書
二
五
九

号
を
参
照
）
の
宛
名
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
脇
に
は
「
至
急
」
の
朱
印
が
二
つ
捺

さ
れ
て
い
て
、
こ
の
調
査
を
相
当
急
い
で
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

お
そ
ら
く
、
こ
の
調
査
に
対
す
る
回
答
で
あ
る
「
ラ
ジ
ヲ
所
有
者
」
が
、
昭
和
二
十

年
（
一
九
四
五
）
三
月
十
二
日
付
け
「
西
役
号
外 

ラ
ヂ
ヲ
聴
取
者
調
査
依
頼
ノ
件
」

と
同
じ
綴
り
に
綴
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

ラ
ジ
ヲ
所
有
者 

桒
原
孫
作 

桒
原
治
平 

桒
原
栄
助 

兼
子
傳
吉 

鈴
木
格
三

仁
科
憲
一 

計
七
名 

鈴
木
徳
平
（2

9

） 

  

こ
う
し
て
見
る
と
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
三
月
時
点
で
、
長
溝
の
ラ
ジ
オ
所

有
者
は
七
人
で
す
。
と
す
る
と
、
先
に
見
た
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
七
月
四
日
付

け
「
西
浅
羽
村
防
空
訓
練
実
施
要
綱
」
の
頃
は
、
長
溝
の
ど
の
く
ら
い
の
人
が
ラ
ジ

オ
を
持
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
隔
離
病
舎
新
築
の

際
の
四
つ
を
除
け
ば
三
人
で
す
が
、
三
つ
以
下
の
ラ
ジ
オ
で
長
溝
全
体
に
警
報
が
届

い
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

お
そ
ら
く
当
時
は
ラ
ジ
オ
＋
何
ら
か
の
方
法
（
史
料
で
い
う
な
ら
警
鐘
？
）
で
警

報
を
伝
え
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
長
溝
の
中
心
と
な
る
人
が
ラ
ジ
オ
な
ど
で
い
ち
早

く
情
報
を
得
て
、
警
報
の
情
報
を
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
何
ら
か
の
方
法
で
長
溝
中

に
警
報
を
知
ら
せ
た
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。 

 

当
然
の
こ
と
で
す
が
、
ラ
ジ
オ
は
、
防
空
警
報
や
、
普
段
の
放
送
以
外
に
も
色
々

な
使
わ
れ
方
を
し
て
い
ま
し
た
。
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
十
二
月
九
日
ま
た
は

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
一
月
九
日
〔
隣
保
班
ラ
ジ
オ
常
会
開
催
通
知
〕
を
見
て
み

ま
し
ょ
う
。 

 

前
略 

明
十
日
午
前
六
時
半
ヨ
リ
三
十
分
間
隣
保
斑
ラ
ジ
オ
常
会
開
催
相
成
度
旨
、
翼

〔
班
〕 

（
朱
印
） 

（
朱
印
） 

（
一
九
四
五
） 〔×

■
〕 

（「
静
岡
県
磐
／
田
郡
西
浅
羽
／
村
長
之
印
」） 
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賛
会
県
支
部
ヨ
リ
ノ
通
牒
ニ
接
シ
候
間
、
可
レ

然
御
高
配
相
成
度
候
。 

大
政
翼
賛
会
西
浅
羽
村
支
部
長 

隣
保
班
長

部
落
会
長 

殿
（3

0

） 

  

大
政
翼
賛
会
か
ら
の
通
知
を
ラ
ジ
オ
で
行
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。「
隣
保
斑
〔
班
〕

ラ
ジ
オ
常
会
」
と
あ
り
ま
す
か
ら
、
定
期
的
に
こ
の
会
は
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

一
方
通
行
の
放
送
で
は
あ
り
ま
す
が
、
リ
モ
ー
ト
会
議
の
走
り
と
も
言
え
る
の
で
し

ょ
う
か
？ 

 

ラ
ジ
オ
所
有
者
に
と
っ
て
は
、
ラ
ジ
オ
は
一
方
的
に
情
報
を
流
す
だ
け
の
も
の
で

す
が
、
発
信
者
か
ら
す
れ
ば
、
通
知
な
ど
を
速
や
か
に
送
信
す
る
こ
と
が
で
き
、
放

送
日
時
を
事
前
に
通
知
し
て
お
け
ば
、
ラ
ジ
オ
を
持
っ
て
い
る
家
、
あ
る
い
は
、
あ

れ
ば
共
用
の
ラ
ジ
オ
の
と
こ
ろ
に
集
合
す
れ
ば
、
色
々
な
役
場
な
ど
を
中
継
す
る
手

間
を
省
い
て
一
気
に
情
報
伝
達
が
で
き
る
も
の
で
す
。 

 

確
か
に
、
戦
時
下
で
は
重
要
な
軍
事
的
ア
イ
テ
ム
で
す
。
急
ぎ
無
償
で
ラ
ジ
オ
を

修
理
し
た
の
も
う
な
ず
け
ま
す
。 
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（1

） 

岡
部
匡
伸
『
ラ
ジ
オ
の
技
術
・
産
業
の
百
年
史 

大
衆
メ
デ
ィ
ア
の
誕
生
と
変

遷
』
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
〇
年
）「
表
記
等
に
つ
い
て
」
（
ⅲ
頁
）。 

（2

） 
釘
貫
亨
『
日
本
語
の
発
音
は
ど
う
変
わ
っ
て
き
た
か 

「
て
ふ
て
ふ
」
か
ら

「
ち
ょ
う
ち
ょ
う
」
へ
、
音
声
史
の
旅
』
（
中
公
新
書
、
二
〇
二
三
年
）
一
三
五

頁
。 

（3

） 

釘
貫
亨
『
日
本
語
の
発
音
は
ど
う
変
わ
っ
て
き
た
か 

「
て
ふ
て
ふ
」
か
ら

「
ち
ょ
う
ち
ょ
う
」
へ
、
音
声
史
の
旅
』
（
前
掲
注
２
参
照
）
一
三
五―

一
三
九

頁
。 

（4

） 

佐
藤
卓
己
『
現
代
メ
デ
ィ
ア
史
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
）
一
四
四
頁
。 

（5

） 

佐
藤
卓
己
『
現
代
メ
デ
ィ
ア
史
』
（
前
掲
注
４
参
照
）
一
四
六
頁
、
佐
藤
卓
己

『
補
遺 

八
月
十
五
日
の
神
話 
終
戦
記
念
日
の
メ
デ
ィ
ア
学
』（
ち
く
ま
学
芸

文
庫
、
二
〇
一
四
年
）
な
ど
。 

（6

） 

佐
藤
卓
己
『
現
代
メ
デ
ィ
ア
史
』
（
前
掲
注
４
参
照
）
一
六
六
頁
。 

（7

） 

佐
藤
卓
己
『
現
代
メ
デ
ィ
ア
史
』
（
前
掲
注
４
参
照
）
一
六
六
頁
。 

（8

） 

佐
藤
卓
己
『
現
代
メ
デ
ィ
ア
史
』
（
前
掲
注
４
参
照
）
一
六
七
頁
。 

（9

） 

田
中
元
峰
「
昭
和
天
皇
の
御
大
典
奉
祝
と
大
嘗
祭
の
式
典
を
古
文
書
に
見
る

（
宇
刈
村
近
代
役
場
文
書
）
」
（
『
ふ
る
さ
と
袋
井
』
第
五
集
、
一
九
九
〇
年
）
四

五―

四
七
頁
。
宇
刈
役
場
文
書
は
数
千
点
あ
り
、
田
中
が
紹
介
し
て
い
る
文
書
は

ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。 

（1
0

） 

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
十
一
月
『
御
大
典
経
費
予
算
書
』（
浅
羽
自
治
会
文

書
七
〇
九
）
。
本
書
第
三
号
。 

（1
1

） 

前
坂
俊
之
『
太
平
洋
戦
争
と
新
聞
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
七
年
）
三

九
六
頁
。 

（1
2

） 

前
坂
俊
之
『
太
平
洋
戦
争
と
新
聞
』（
前
掲
注
11
参
照
）
三
九
七―

三
九
八

頁
。 

（1
3

） 

佐
藤
卓
己
『
現
代
メ
デ
ィ
ア
史
』
（
前
掲
注
４
参
照
）
一
六
九
頁
。 

（1
4

） 

岡
部
匡
伸
『
ラ
ジ
オ
の
技
術
・
産
業
の
百
年
史 

大
衆
メ
デ
ィ
ア
の
誕
生
と

変
遷
』
（
前
掲
注
１
参
照
）
一
五
七―

一
五
八
頁
。
ま
た
、
竹
山
昭
子
『
戦
争
と

放
送
』
（
吉
川
弘
文
館
、
読
み
な
お
す
日
本
史
、
二
〇
一
八
年
、
初
出
一
九
九
四

年
）
。 

（1
5

） 

岡
部
匡
伸
『
ラ
ジ
オ
の
技
術
・
産
業
の
百
年
史 

大
衆
メ
デ
ィ
ア
の
誕
生
と

変
遷
』
（
前
掲
注
１
参
照
）
一
五
七
頁
。 

（1
6

） 

竹
山
昭
子
『
戦
争
と
放
送
』
（
前
掲
注
14
参
照
）
九
頁
。 

（1
7

） 

岡
部
匡
伸
『
ラ
ジ
オ
の
技
術
・
産
業
の
百
年
史 

大
衆
メ
デ
ィ
ア
の
誕
生
と

変
遷
』（
前
掲
注
１
参
照
）
一
六
一―

一
六
八
頁
。 

（1
8

） 

岡
部
匡
伸
『
ラ
ジ
オ
の
技
術
・
産
業
の
百
年
史 

大
衆
メ
デ
ィ
ア
の
誕
生
と

変
遷
』（
前
掲
注
１
参
照
）
一
六
九―

一
七
四
頁
。 

（1
9

） 

（
昭
和
十
三
年
〈
一
九
三
八
〉）「
挙
っ
て
国
防 

揃
っ
て
ラ
ヂ
オ
」（
丹
羽
岳

人
家
文
書
三―

一
三―

一
二
）
。
本
書
六
六
号
。 

（2
0

） 

「
挙
っ
て
国
防 

揃
っ
て
ラ
ヂ
オ
」（
丹
羽
岳
人
家
文
書
三―

一
三―

一
二
）

前
掲
注
19
参
照
。 

（2
1

） 

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
九
月
『
ラ
ヂ
オ
の
お
す
ゝ
め
』（
丹
羽
岳
人
家
文

書
三―

一
三―

一
六
）。
本
書
五
九
号
。 

（2
2

） 

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
一
月
二
十
日
発
行
『
ラ
ヂ
オ
案
内
』（
丹
羽
岳
人

家
文
書
三―

一
三―

一
五
）
。
冊
子
、
印
刷
、
縦1

8
6
m

m
×

横1
2
5
m

m
×

1
m

m

。 

（2
3

） 

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
七
月
四
日
付
け
「
西
浅
羽
村
防
空
訓
練
実
施
要

綱
」（『
昭
和
拾
参
年
度 

参
考
書
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
九
の
内
）。
本
書

五
三
号
。 

（2
4

） 

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
六
月
二
十
八
日
付
け
「
庶
乙
第
一
二
一
号 

「
ラ
ヂ
オ
」
加
入
者
募
集
方
ニ
関
ス
ル
件
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代

一
一
の
内
）。
本
書
七
七
号
。 

（2
5

） 

（
昭
和
十
五
年
〈
一
九
四
〇
〉
六
～
七
月
頃
）「
庶
乙
第
一
二
九
号 

「
ラ
ヂ

ヲ
」
加
入
者
募
集
結
果
ニ
関
ス
ル
件
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
一

の
内
）
。
本
書
七
九
号
。 

（2
6

） 

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
八
月
二
十
三
日
付
け
「「
ラ
ヂ
オ
」
加
入
者
協
議

会
ノ
件
」（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
一
の
内
）。
本
書
八
二
号
。 

（2
7

） 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
二
月
五
日
付
け
「
ラ
ヂ
オ
受
信
機
修
理
ニ
関
ス

ル
件
」（『
昭
和
二
十
年
四
月 

参
考
書
綴 

拾
九
年
度
後
半
期
分
』
長
溝
自
治
会

文
書
近
代
一
七
の
内
）。
本
書
二
八
一
号
。 

（2
8

） 
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
三
月
十
二
日
付
け
「
西
役
号
外 

ラ
ヂ
ヲ
聴
取

者
調
査
依
頼
ノ
件
」（『
参
考
書
綴 

拾
九
年
度
後
半
期
分
』
長
溝
自
治
会
文
書
近

代
一
七
の
内
）。
本
書
二
八
六
号
。 

（2
9

） 

（
昭
和
二
十
年
〈
一
九
四
五
〉
三
月
十
二
日
頃
）「
ラ
ジ
ヲ
所
有
者
」
（『
参
考

書
綴 

拾
九
年
度
後
半
期
分
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
七
の
内
）。
本
書
二
八

七
号
。 

 



787 

 

（3
0

） 

（
昭
和
十
六
年
〈
一
九
四
一
〉
十
二
月
九
日
ま
た
は
昭
和
十
七
年
〈
一
九
四

二
〉
一
月
九
日
）
〔
隣
保
班
ラ
ジ
オ
常
会
開
催
通
知
〕
（〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会

文
書
近
代
一
四
の
内
）
。
本
書
一
六
六
号
。 
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